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協
同
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合
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス

　
　
　
　

に
し
あ
い
づ
っ
て
？

本
町
の
よ
う
な
過
疎
地
域
で
は
、

年
間
を
通
じ
た
就
業
の
場
が
少
な

く
、
若
者
や
移
住
者
な
ど
は
生
活
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
仕
事
探
し
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
町
内
の
中

小
企
業
や
個
人
事
業
主
は
、
人
手
は

欲
し
い
も
の
の
年
間
を
通
し
た
雇
用

が
難
し
い
こ
と
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た

め
令
和
５
年
12
月
に
設
立
さ
れ
た

『
協
同
組
合
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
に
し

あ
い
づ
』（
以
下
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
）

は
、
農
業
や
小
売
業
・
介
護
な
ど
町

内
８
つ
の
事
業
者
（
＝
組
合
員
）
で

組
織
さ
れ
、
各
組
合
員
の
仕
事
を
組

み
合
わ
せ
て
年
間
を
通
じ
た
仕
事
を

つ
く
り
、組
合
が
雇
用
し
た
職
員（
マ

ル
チ
ワ
ー
カ
ー
）
を
派
遣
す
る
「
労

働
者
派
遣
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
派
遣
事
業
に
よ
り
、
繁
忙

期
だ
け
で
も
人
手
が
欲
し
い
「
事
業

者
」
と
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た

雇
用
環
境
を
望
む
「
就
労
希
望
者
」

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
一
定
の
給

与
水
準
と
社
会
保
障
の
も
と
安
定
的

な
雇
用
環
境
を
作
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

地方で働く、新しいカタチ。

協同組合マルチワークスにしあいづ

◆
国
の
制
度
を
活
用

こ
の
取
り
組
み
は
、
国
の
「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制

度
」
を
活
用
し
た
も
の
で
、
地
域

外
か
ら
の
人
の
流
れ
が
で
き
、
地

域
内
に
若
者
等
の
働
く
場
が
確
保

で
き
た
り
と
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
全

国
で
１
３
５
、
福
島
県
内
で
は
本

町
も
含
め
９
つ
の
組
合
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
（
令
和
７
年
12
月
現

在
）。

◆
組
合
員
・

　
　

派
遣
職
員
募
集
中
！

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
で
は
、
派
遣

先
と
な
る
事
業
者
（
組
合
員
）
や

派
遣
職
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

◇
協
同
組
合
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス

　

に
し
あ
い
づ

　

☎
42
―
７
１
８
８

◇
企
画
情
報
課

　

西
会
津
の
あ
る
暮
ら
し
相
談
室

　

☎
45
―
２
２
３
０

派遣先のイメージ（年間の仕事の組み合わせ例）

４月～５月 ６月～８月 ９月～ 11 月 12 月～３月

農業農業 小売業小売業 農業農業 製造業製造業

■人手が欲しい時期だけ職員を派遣します。

　 ⇒ 組合員からの派遣希望に応じて、１ヶ月

ごとに派遣シフトを作成します。

■ 保険加入や給与計算といった労務関係の

諸手続きが不要です。社会保険料の会社負

担もありません。

　⇒ 派遣職員は組合で雇用しているため、労

務関係の諸手続きや給与（ボーナス、諸

手当含む）の支払いなど全て組合事

務局が行います。組合員が負担する

のは、派遣時間に応じた派遣利用料

のみです。

派遣職員（マルチワーカー）の“メリット”

■ さまざまな仕事を通じ人や地域と深く

関わりながらキャリア形成ができます。

　⇒ 自分に合った仕事を見つけたり、

人脈を作り地域での活躍の場を広

げたりすることができます。

■ 無期雇用の正規職員で安定した収入を得る

ことができます。

⇒ 社保、厚生年金など完備。

　　 ライフスタイルに応じて週３日から働け

るので、隙間時間を趣味や自己実現に充

てることもできます。

社会保険の加入
手続きが面倒…
保険料の負担も…

通年では雇えないけど、
繁忙期だけでも人手が
欲しい…

組合員（事業者）の“メリット” 組合に加入すると…

週３日から働ける！

　現状
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